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■公文書館から 

 
 

◆ 新生上田市が誕生して 20年となりました ② 
 

令和 8年 3月 6日で、新生上田市が誕生して 20年となりました。 

今回も前号に引き続き、公文書館が収蔵する合併関係資料について御紹介します。 
 

〇 新市の名称 (任意合併協議会だより、合併協議会資料及び議事録から) 

  新市の名称は、任意合併協議会の小委員会において選定方法が検討され、平成 15 年 6

月に名称案の募集が行われました。応募総数 2,857通、結果は上位から「上田市」1,840

通、「真田市」238通、「うえだ市」64通となりました。この 3点は、いずれも地域の歴史

や文化に因んでいること、知名度、定着度があり一体感を醸成しやすい等の理由から、最終

決定を行う法定合併協議会へ候補として送られました。 

 法定合併協議会では、継続審議となるなど慎重な検討がな

されました。また、主に「上田」と「真田」を採用する意見

の双方が出されましたが、最終的には全会一致で「上田市」

と決定、合併協定書に記されました。 

これまでの地域の歴史や伝統等も重んじながら、新しい

「上田市」という地域アイデンティティを皆で育てていくこ

とが大切だと感じたところです。(浅野) 
 

■公文書館の催し  
 

 第 24回公文書館所蔵資料企画展  

明治 28年「上田尋常小学校に高等科新設の議案文書」、昭和 34年「山本鼎記念館設置運動関係記事」など 

～明治から昭和の公文書にみる上田市の歴史～ 

■期間 6月 13日（土）～ 9月 13日(日)  ■会場 公文書館 1階ホール  ■観覧 無料  

■内 容 上田市公文書館所蔵の原本資料 9点、関係写真 18点、計 27点を展示。 

 第 19回公文書館講座のお知らせ  

「第 24回公文書館所蔵資料企画展」資料を用い、分かりやすく解説する講座です。 

■日時 令和 8年 8月 29日(土) 13時 30分～15時  ■会場 公文書館 2 階閲覧室 

■講師 倉澤 正幸(上田市公文書館専門事務員)    ■参加料 無料  ■定員 先着 20名 

■申込 令和 8年 7月 26日(日)から 8月 28日(金)までに上田市公文書館へ電話で 

 

■公文書館のご案内 開館時間： 9 時～17 時（最終入館は 16 時 30 分までに） 
 

 
□住所・電話 

〒386-0413長野県上田市東内 2564-1 

℡0268(75)6682 Fax0268(75)6683 

□メール 

kobunshokan@city.ueda.nagano.jp 

□ホームページ ＨＰリンク 

https://www.city.ueda. 

nagano.jp/site/kobunshokan/ 
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新生上田市開市式・本庁開庁式 



上田市公文書館だより第 42 号 上田市公文書館 UEDA CITY ARCHIVES  令和 8 年 6 月 25 日 

■公文書館所蔵資料の紹介 
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■公文書館の利用について ※公文書館は入場無料、郷土博物館展示室は有料（大人 100 円） 

 

 

 

 

 資料の検索：目録検索システムをご利用ください。また、お電話等で

も資料の有無などについて、お気軽にご相談ください。 

 閲覧の申込：所定用紙でお申込みください。メール、ファックスでも

お申込みできます。一度に閲覧できる点数は「５点」までです。 

 資料の閲覧：個人情報の審査終了後、閲覧の可否を連絡します。館

外貸出しは行いませんので、館内閲覧室でご覧ください。 
 

◎審査にお時間をいただく場合があります。また、個人情報を含む資料は閲覧

できない場合があります。 

◎目録検索システム、閲覧申込書は、公文書館ホームページをご覧ください。 
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      「山本鼎記念館設置          「          「山本鼎記念館設置運動記事」 

 

(上田市立博士  

)上田市誌 近現代編(3)より」 

 

への」より」  

農民美術運動などに尽力した山本鼎氏 


